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協定締結
→協働活動

紹介紹介

登録 登録

しがのふるさと支え合いプロジェクトのイメージ

滋賀県
（市町等）

コーディネート・マッチング

企業・NPO・大学
●中山間地域の農業を実践的に学びたい
●地域貢献がしたい
●地域資源を活用した商品開発がしたい
●農村地域を活性化するノウハウがある

棚田・中山間地域
（集落・活動組織）

●農作業を手伝ってもらいたい！
●地域活性化を図りたい！
●特産品を開発したい！など…

棚田の保全活動 都市農村交流 地域資源の活用

滋賀県ホームページ
「支え合いプロジェクト」

▼情報はこちら▼

未来につなぐ中山間支え合いプロジェクト

●中山間地域伴走支援事業
　中山間地域の課題に対応できる部局横断のプラットフォームや中間支援組織により、事業計画策定や専
門家の派遣等、課題解決に向けた取組の初動から自走に至るまでを継続的に伴走支援します。
　また、取組地区間の交流会を開催し、取組の深化・拡大を図ります。

中山間地域における課題解決に向けた取組に対して継続的な伴走支援を行います。また、中山間地域と企
業や大学等の多様な主体との協働活動や棚田地域での都市住民によるボランティア活動等を支援します。

人 経済 社会 環境

経過年数

支え合いPJ、農村RMO等による

多様な主体と連携した取組

まるごと保全・中山間直払による 農地・農業用施設の保全（基礎的な活動）

これまでの主なサポート期間（≒補助事業期間）

一緒に考えて
いきましょう！

自立した取組で
地域活性化！

交流会等による課題や
事例の共有を通じて

取組を深化・拡大

サポート！

大丈夫ですよ！

継続的なサポート

部局横断のプラットフォーム（行政） および 中間支援組織（委託）

私たちだけで
やっていける
かな・・・

今後も継続して
いけるかな・・・

さらなる

さらなる

サポート！

●しがのふるさと支え合いプロジェクト
　中山間地域の活性化や新たな価値の創造を目指して、企業や大学、高校、NPO法人等の
多様な主体と集落が3年間の協定を締結して行う農地保全や都市農村交流、農産物ブランド
化等の協働活動を支援しています。
　平成30年度の制度開始から令和7年度までの8年間で33の地域で協定が締結されました。
令和8年度からは、企業の中山間地域でのCSV活動※1に対する支援を強化し、農村地域と企業の結びつき
をより推進し、取組の深化を図ります。
※1 CSV活動･･･地域課題の解決と経済的価値の創出を両方行う活動
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●棚田保全ネットワーク推進事業
　農家の高齢化や担い手の減少、野生獣による農作物被害などにより、農地の荒廃が進み、棚田の有する
多面的機能が低下しつつあります。このような棚田地域を保全するため、地域住民とボランティア（都市
住民など）が一体となった保全活動を支援しています。

●リーダー育成事業
　中山間の農村集落に住む方々等を対象に、地域の実情に応
じた活性化策を学ぶ実践型の研修を実施し、リーダーとなり
得る人材を育成します。

●スキルアップ事業
　行政職員を対象に、地域づくりを進めるための知識、ノウ
ハウを学ぶための研修会を実施し、行政職員のスキルアップ
を図ります。

◆たな友（しが棚田ボランティア制度）の運営
　ボランティア登録制度を構築・運営し、ボランティア活動の発信
から募集・申込受付、受入地域との調整を行っています。また、活
動で使用する機材の搬入等、ボランティア受入地域の活動を支援し
ています。

◆しが棚田トラスト制度の運営
　棚田保全活動に賛同いただける企業や
個人の皆さんから直接棚田地区への寄附
を募る制度の広報を支援しています。

◆しが棚田米ブランド化への支援
　きれいな水で育てられ、良食味と言わ
れている棚田米の魅力発信のため、認証
制度を設け、棚田米のブランド化を図っ
ています。

リーダー育成事業で開催した研修

ボランティアによる草刈り作業

滋賀県ホームページ
「おうみ棚田ネット」

▼情報はこちら▼

ホームページ
「たな友」

たな友（棚田ボランティア）活動地域

しが棚田米認証ロゴマーク


